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 電動機 

 関連規格及び適用範囲 

換気扇や送風機、ポンプに搭載されるモーター（電動機）は、それぞれの規格とは別に、電動

機の規格が設けられている。誘導電動機（IM：インダクションモータ）は、商用電源で駆動する

交流電動機として、特に0.2～37kWの範囲は、JISC4210（一般用低圧三相かご形誘導電動機）があ

り、標準電動機としての汎用性は高い。 

表 8.1.1の①②については「全負荷特性」として、規定される試験方法により試験を行った場合

の効率が定格出力ごとに規定されている。③は、省エネ法の「工場におけるエネルギーの使用の

合理化に関する事業者の判断基準」において、高効率型の誘導電動機が推奨されていることから

規格化されたもので、日本電機工業会 技術資料第137号（省エネルギーのための電動機の選定と

適用）を基に作成されており、電動機の出力時効率についての規定がある（JISC4212の4.2）。 

表 8.1.1 電動機の性能等に係る関連規格 

 規格番号 規格及び資料名称 規格の対象となる換気設備 

① JISC4203  

 

一般用単相誘導電動機 100V、200V単相誘導電動機が対象。（冷

媒温度40℃以下の場所に使用される連

続定格、周波数50Hz若しくは60Hz専用又

は50Hz/60Hz共用、電圧250V以下、保護

方式はIP2X、IP4Xの一般用4極単相誘導

電動機について規定する。） 

② JISC4210 一般用低圧三相かご形誘導電動機 200V三相誘導電動機が対象。（冷媒温度

40℃以下の場所に使用される連続定格、

周波数 50Hz若しくは 60Hz専用又は

50Hz/60Hz共用、電圧250V以下、保護方

式はIP2X、IP4Xの一般用低圧三相かご形

誘導電動機について規定する。） 

③ JISC4212 高効率低圧三相かご形誘導電動機 200V三相誘導電動機が対象。（冷媒温度

40℃以下の場所に使用される連続定格、

周波数 50Hz若しくは 60Hz専用又は

50Hz/60Hz共用、電圧250V以下、保護方

式はIP2X、IP4Xの一般用低圧三相かご形

誘導電動機（JISC4210）より効率を高く

した高効率低圧三相かご形誘導電動機

について規定する。） 
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 エネルギー評価に影響を与えるパラメータ 

 単相誘導電動機 

①  定格電圧 

定格電圧は、100V、200Vである。 

②  定格出力 

定格出力は、JISC4203の4.2に記載があり、軸において連続して使用可能な機械的出力であり、

kWで表し、下表による。 

 

定格出力［kW］ 

0.1、0.12、0.18、0.2、0.25、0.37、0.4 
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③  全負荷特性及び最大始動電力 

 

表 8.2.1 全負荷特性及び最大始動電力に関する性能要求事項 

項目 概要 

①規格 JISC4203 

②定義 － 

③規定内容 全負荷特性及び最大始動電流は、JISC4203の8.3によって試験を行ったとき、下表

による。 

 

④試験方法 全負荷特性及び最大始動電流の試験は、JISC4203の8.2温度試験のすぐ後に、次の

方法で行う。 

 ①全負荷特性試験 

電動機を定格周波数の定格電圧で運転し、定格出力に相当する実負荷をかけ、そ

のときのトルク、回転速度、入力及び電流を測定し、次の式によって求める。 

P =
2𝜋𝜋
60

𝑇𝑇・𝑛𝑛（W） 

η =
𝑃𝑃
𝑊𝑊

× 100（％） 

𝑃𝑃𝑓𝑓 =
𝑊𝑊
𝐸𝐸𝐸𝐸

× 100（％） 

ここに、P：出力（W）、n：回転速度（min-1）、W：入力（W）、E：定格電圧（V） 

T：トルク（N･m）、η：効率（％）、Pf：力率（％）、I：全負荷電流（A） 

②最大始動電流試験 

 電動機を拘束し、定格周波数の定格電圧を加えたときの電流を測定する。 

 

  



 

120 
 

 一般低圧三相かご形誘導電動機 

①  定格電圧 

 定格電圧は、200V、220V、400V、440Vである。 

②  定格出力 

定格出力は、JISC4210の3.2に記載があり、軸において連続して使用可能な機械的出力であり、

kWで表し、下表による。 

 

定格出力［kW］ 

0.2、0.25、0.37、0.4、0.55、0.75、1.1、1.5、2.2、3.7、5.5、7.5、11、15、18.5、22、30、37 

 

③  全負荷特性 

表 8.2.2 全負荷特性に関する性能要求事項 

項目 概要 

①規格 JISC4210 

②定義 － 

③規定内容 定格電圧200Vの電動機の全負荷特性は、JISC4210の7.7によって試験を行ったとき、

IP2X電動機はJISC4210の4.2の表4、IP4XはJISC4210の4.2の表5による。なお、表4

及び表5の全負荷電流及び無負荷電流の値は、定格電圧200Vの場合のもので、定格

電圧E（V）の場合には、その200／Eをとる。（表4、表5は欄外） 

④試験方法 JISC4210の7.7による。電動機の負荷特性算定は、等価回路法、損失分離法、ブレ

ーキ法又は動力計法があり、特に指定のない場合は、等価回路法を用いる。 
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④  始動入力特性 

 

表 8.2.3 始動入力特性に関する性能要求事項 

項目 概要 

①規格 JISC4210 

②定義 規定において特に定義はなし。 

※負荷には「定常時」と「始動時」があり、必要とする出力が異なる。「定常時」

とは定格で運転している状態をいい、「始動時」とは電源が入り、定格の状態にな

るまでをいう。誘導電動機の始動時は、定格時の6倍以上の電流が流れるものもあ

り、大きな電力を必要とする。 

③規定内容 定格出力kWに対する始動入力kVAの比は、JISC4210の7.8によって試験を行ったと

き、下表に示す値以下でなければならない。 

定格出力（kW） 定格出力kWに対する始動入力kVAの比（kVA/kW） 

0.2～5.5 13 

7.5～22 12 

30～37 11 

※定格出力0.2kW、0.25kW、0.37kW、0.4kW及び0.55kWは、IP4X電動機だけに適用す

る。 

④試験方法 JISC4210の7.8による。始動入力特性は、拘束試験の結果から、次のa）～d）のい

ずれかの方法で最大始動電流Istを求め、次の式によって定格出力（kW）に対する

始動入力（kVA）の比を算定する。 

定格出力（kW）に対する始動入力（kVA）の比＝
√3𝑉𝑉1𝐼𝐼𝑠𝑠𝑠𝑠×10−3

𝑃𝑃𝑅𝑅×10−3
�𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘𝑘
𝑘𝑘𝑘𝑘

� 

a）正比例法：拘束試験を定格電流のほぼ100％の電流について行い、その結果から

与えられる式によって計算する。 

b）対数比例法（Ⅰ）：拘束試験を定格電流のほぼ100％及び200％の電流について行

い、そのときの拘束電流及びそれぞれに対応する拘束電圧を測定し、与えられる式

によって最大始動電流を計算する。 

c）対数比例法（Ⅱ）：対数比例法（Ⅰ）の拘束試験のほかに定格電流のほぼ150％

の電流について拘束試験を行い、そのときの拘束電流及びそれに対応する拘束電圧

を測定し、与えられる式によって最大始動電流を計算する。 

d）対数比例法（Ⅲ）：正比例法の拘束試験のほかに定格周波数の下で定格電圧に近

い電圧を加えて始動させ、その時の電圧と電流を測定し、与えられる式によって最

大始動電流を計算する。 
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 高効率低圧三相かご形誘導電動機 

①  定格電圧 

定格電圧は、200V、220V、400V、440Vである。 

②  定格出力 

定格出力は、JISC4210の3.2に記載があり、軸において連続して使用可能な機械的出力であり、

kWで表し、下表による。 

定格出力［kW］ 

0.2、0.4、0.75、1.5、2.2、3.7、5.5、7.5、11、15、18.5、 

22、30、37、45、55、75、90、110、132、160 

 

③  効率 

表 8.2.4 効率に関する性能要求事項 

項目 概要 

①規格 JISC4212 

②定義 － 

③規定内容 電動機の定格出力時の効率値は、JISC4212の7.3の方法によって試験を行ったとき、

IP4X電動機はJISC4212の表4、IP2X電動機はJISC4212の表5による。なお、表4、表5

の効率値には、次の裕度を適用する。（表4、表5は欄外） 

 －0.15×（100－η）％    η：表4又は表5の効率値  

④試験方法 JISC4212の7.3による。電動機の効率試験は、ブレーキ法又は動力計法による。た

だし、この試験は、同一設計で製作された電動機の場合、代表1機について行えば

よい。 
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出所： 

・ 日本工業標準調査会：http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html 

・ 空気調査衛生工学会：空気調和衛生工学便覧「2 機器・材料編」 

 

 

http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html



